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2　右心優位の心不全を呈した拘束型心筋症が疑

われた乳児例
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右室拡張障害優位と考 えられた心不全を呈した

乳児例を経験 した
. 確定診断および今後の 治療方

針に関して苦慮 して おり, 意見を伺い たく提示す

る .

症例 は 9 ケ 月男児

【家族歴】 特記す べ き事な し

【既往歴】 出生時に呼吸障害, 腹水を認め, 腹腔

ド レ ナ
-

ジ, 呼吸管理を必要と したが, 軽快した .

8 ケ 月時より しば しば職息様発作を認め られ, 加

療されて い た.

【現病歴】 20 0 4 年 1 0 月初旬感冒様症状 を認め
,

次第 に不機嫌, 哨乳不良が認め られ, 近病院を受

診 した
. 多呼吸, 陥没呼吸, 肝腫大, 浮腫を認め

,

胸部Ⅹp 上心拡大を認 め, 当科 に搬送された . 各

種検査で右心機能低下が優位な心不全と考えられ

た . 血液検査より心筋炎は否定的 であり ,
心崩症

が疑われた . 画像所見上 U h l 病や A R V D を示唆

す る所見もなく,
また代謝疾患に伴う心筋症も否

定的 で あ っ た . 心臓カ テ ー テ ル 検査上, 中心静脈

庄 の 上昇, を認 め
, 心 室拡張期 庄 は dip a n d

pl e a t e a u 様 で あ っ た . 右室拡張末期庄 1 6 m m H g ,

左室拡襲末期庄 1 4 m m H g で あり, 右室優位の 拡

張障害と考えられた . 拘束型心筋症類似 の病態と

考 えられたが
, 右室拡張障害が左室より重度 で あ

る こ と
,

左室, 右室 とも心前 の 肉柱発達が著し い

こ と
, 新生児期より症状があ っ た可能性がある こ

とが
, 特徴的と考えられた . 心不全症状が続くが

,

利尿剤内服で外来経過観察し て い る .

3　新潟県中越地震直後に発症したたこつぼ型心

筋症の1例
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症例 は 6 7 歳女性. 骨粗髭症に て近医通院中で

あ っ たが
, 検診等で他に異常を指摘された こ と は

な か っ た . 2 0 0 4 年 1 0 月 2 3 日新潟県中越地震直後

より胸痛を認 め
, 症状改善 せ ず同日 20 時過ぎ当

院救急外来受診 . 心電図上 V 5
-

Ⅵ で 1 m m 以下

の 上昇を認めた が, 地震直後で他検査が困難であ

り, そ の 際は対症療法 で症状改善 し後日当科受診

と な っ た . しか し
, 余震が続くため受診が遅れて

1 1 月 4 日当科再受診 した と ころ, 症状は消失 して

い た もの の 心電図上 V 3
-

V 6 で T 波 の陰転化 と

心臓超音波検査 で左室心尖部 の軽度壁運動低下を

認め
, 精査目的に当科入 院 し た . 心臓カ テ

ー

テ ル

検査 で は冠動脈造影で有意狭窄を認めず, 冠撃縮

は誘発 されな か っ たが
,

左室造影で心尖部領域の

軽度壁運動を認 めた .

一

方,

2 0 1T l ＋ 1 23Ⅰ - M IB G

心筋 シ ン チ グ ラ ム で 20 1 T l の 欠損像は認めなか っ

た が
,

後期像で 12 3Ⅰ の 心尖部を中心と した広範な

欠損像と w a sh o u t r at e の 元進を認め, た こ つ ぼ

型心崩症と診断し, 現在外来 で経過観察中である .

新潟県中越地震直後 に当院で もた こ つ ぼ型心筋症

と考 えられる症例を数例経験 し
, 本例を含め報告

する .

4　ミトコンドリア異常症に伴った心筋症の1例
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ミ ト コ ン ドリ ア は動物の 細胞質内に多数存在 し

て
,

エ ネル ギ ー 源で ある A T P を産生 して い る. そ

の ミ ト コ ン ドリ ア は障害を受けやすく, 障害され

たとき の 症状は大量に エ ネ ルギ ー を消費する臓器

障害と な っ て発現 しやすい . 牌 ベ ー タ細胞 : D M ,

脳神軽系, 聴覚細胞 : 難聴, 骨格筋細胞
,

心筋障

害
,

などの症状がみられる .
これらを稔称 し て ミ


